地域密着型サービス　運営推進会議　報告書
施設名：グループホーム寿生の家
施設種類：グループホーム　・　小規模多機能型居宅介護施設（該当に○）

デイサービス
日　　時：　令和６年　　5月　　25日　　　　　10時～11時30分
会　　場：　壽生病院　6階大会議室
	利用者代表
	０人
	有識者
	０人

	利用者家族
	９人
	高齢者あんしん支援センター職員
	１人

	地域住民の代表
	　２人
	出雲市職員
	０人

	その他（管理者、リーダー2名、介護職員2名、事務長、事務次長）
	7人


出席者
（人数）
1、 （報告事項）普段の生活や活動、行事について（スライドショーにて紹介）
コロナ禍以降、少しずつ活動も外に向けていけるようになったと思う。家事作業全般、縫い物、壁画作り（折り紙・ちぎり絵）などの室内活動に加え、おやつ作りや賑やかに集まるレク、買い物やドライブなども行えるようになった。毎月の行事など活発な活動に参加していただきながら、健康に過ごしていただきたいと思っている。
家族会も以前はご家族をお招きして、食事会を行い、運営推進会議にご参加いただいた有識者や地域の方にもご参加いただいていた。今後は状況を見ながら検討していきたいと思っている。
2、 利用者様状況報告（5月23日現在）
利用者数　：桜棟9名　梅棟9名　（男性2名　女性16名）
　介護度分布：桜棟　要介護1：3名　2：4名　3：1名　4：0名　5：0名　変更申請中1名
梅棟　要介護1：2名　2：3名　3：2名　4：1名　5：0名　変更申請中1名
　　平均介護度：桜棟　1.75　　梅棟　2.25　　　全体平均　2.0　
　　平均年齢　：桜棟90.4歳　梅棟92.1歳　全体91.3歳（最高齢103歳　最年少82歳）
　　待機者　　：23名
　　入退所　　： 病状の悪化等で退所になられたため、待機者の中から入所があった。
　　在所期間　：1ヶ月目～17年7ヶ月目
　　
3、 感染対策等について
・利用者様に発熱や風邪症状などは見られず、お元気に生活されている。
・面会は症状のない方は居室にて15分間2名まで可能となっている。県外の方も帰られるようになった。ゴールデンウイークや母の日にはたくさん面会があった。
・LＩＮＥでのリモート面会は希望の方に継続して行っている。
　　　職員　　　
・一般にもコロナ感染の話を耳にするので、引き続き基本的な感染対策は継続している。また意識が曖昧になったりしないよう勉強会も行った。
・常時体調チェックして、体調に異変があれば無理に出勤しないようにしている。まず感染を施設内に持ち込まないよう努力している。
４．食事提供について
　　開設当初から食事を提供してくださっていた至誠(株)※旧八雲(株)が６月末で撤退されることとなった。これまでは調理していただいた食事が９人ずつそれぞれの棟に分けて配達され、現場では盛り付けを行っていた。
しかし、今後は現場で提供する仕組みを考えなければならなくなった。様々なところの情報を得て、最終的にモルツウェル（株）と契約することになった。事前に調理されて真空パックされたおかずが冷蔵の状態で届き、それを温め調理をして提供するという形になる。現場ではご飯やお粥、刻み食、ミキサー食なども対応し、みそ汁なども職員が作って提供する。その他乳製品や果物なども現場で考えて買い物から行うようになる。
5月20日から24日までの5日間、実際にシミュレーション的に行ってきた。食材の調達（買い物）がなかなか難しいと感じた部分もあるため、残り1か月でできるだけ職員全員が安定して食事を提供できるように細かいところまで検討していこうと思っている。食材は、畑で採れた野菜などもうまく使っていきたいと思うが、皆様のご家庭の畑などで食べきれない野菜などを提供いただけると幸いだと思う。
食事はとても楽しみでもあるし、生きていくにもとても大事なので、きちんと提供できるよう寿生苑の栄養士さんや事務長、次長にもその都度相談していきたい。
５，外部評価について
　令和5年度外部評価
　評価日時：令和6年3月12日　10時～15時
　評価機関：株式会社　コスモブレイン
　評価結果：別紙資料あり。
　　　　　　自己評価と事前の家族アンケートから始まる。18名のご家族へ送付させていただき、直接、ご家族から評価機関へアンケートを送り返してもらうが、今回、全員の方から返送があったと聞いている。全員から返事がある施設はないと驚いておられた。本当にお世話になったと思っている。
また、評価結果については全く問題なく、「いろいろな形で少しずつ地域との関りが増やせるよう検討いただきたい」ということのみだった。感染状況を見ながら活動の幅を広げていきたいと思っている。フィッシュ哲学の取り組みに関しては、そういうことが職場の雰囲気を良くし、離職がないのだと思う、とのコメントだった。これについては今後も継続していきたいと思う。
　令和６年度外部評価
免除になり、自己評価のみになると思う。
６，介護保険の一部改定について
　４月から介護保険が一部改定になり、料金表も変更となったため重要事項説明書も変更した。介護保険の改定は３月末にはっきりしたため、事前の説明にならず申し訳ないがご理解いただきたいと思う。
　また、食事提供の方法が変更になること、また、全体的に食材等の高騰していること等を加味して食事代の変更もお願いしないといけないと考えている。検討して６月のところで変更についての説明と承諾をお願いしたいと考えている。
７，勉強会などについて
　　昨年度は梅棟で介護に「タクティールケア」を取り入れて研究を行い、法人内で発表を行った。職員が一名研修に行き、それを活用した。梅棟職員全員で関わって、様々な症状の方への対応に介護方法の広がりができたような気がしている。
また、寿生の家単独の勉強会を年に6回行っている。第1回目は5月15日には感染対策について勉強会を行った。その都度確認や復習して、きちんと基本は継続していきたいと思っている。
その他、今年度は倫理、認知症、身体拘束・虐待対策、アンガーマネージメント、機能訓練について予定している。この部署別勉強会は参加率も良いので、今後も年間を通して計画通りに行って行く予定。また外部研修も増えてきたため、参加していきたいと思っている。
８，職員の取り組み「フィッシュ哲学」について
寿生の家では現在も「フィッシュ哲学」の４原則である「仕事を楽しむ」「相手に向き合う」「相手を喜ばせる」「態度を選ぶ」、を意識しながら仕事をしていこうと考えている。相手とは利用者様であり、ご家族であり、共に働く職員でもあると思っている。職員間でも相手の良いところを認め、褒めたり、感謝の気持ちを伝えるためにボードに張り出す取り組みをずっと続けており、昨年度もたくさんのメッセージが貼られた。今後も取り組みを続けて、利用者様には居心地の良い施設、職員は働きやすい施設を目指していきたいと思っている。
７，意見交換
＜家１＞スライドショーを観せてもらって、季節の行事や畑で野菜を作って一緒に収穫など、利用者と職員が一体になって楽しく生活をされていると感じた。本当に感謝している。入所して9年になるが、面会に行くと「食事がおいしよ」と話すので、満足していると思っている。
＜管＞今後も変わらずにきちんと食事が提供できるようにしていきたいと思う。
＜家２＞入所して3年になる。家で介護しようと退職したりしたが、家の改築等のため入所したが、もともと気難しく、食事も好き嫌いが激しい人だった。今、帰りたいと言わないので、食事もいろいろ工夫してもらっていると思う。
入所の時は“罪悪感”を感じていたが、家に居る時より和やかに過ごしているので、個別の対応など皆さんの努力に感謝している。
研修や勉強会をたくさんされ、とても良い対応をしてもらっていると思う。
　＜地１＞いつもスライドショーを観せてもらっているが、楽しい雰囲気が伝わってくる。フィッシュ哲学を勉強して、今後の自分の生活に活かしていきたいと思う。
　＜家３＞いつ行っても、食事時など忙しい時でも嫌な顔ひとつなく対応してもらってありがたく思っている。行事も家にいるより季節感が感じられ、感謝している。
　＜家４＞今年1月に体調が悪くなって入院し、退院後、出来なくなったことがたくさんあるが、最近は行くたびに状態が良くなっていて、よく話をするようになった。職員さんにもいろいろ考えてもらって感謝している。面会にも安心して行ける。スライドショーでは家では見なかった笑顔もあり、笑顔で生活できているようで嬉しかった。
　＜地２＞スライドショーを観せてもらって、季節の行事をされているが、職員さんの努力だと思う。頭が下がる思いでいる。自分は一人暮らしに慣れないようにして“張り”を作っていきたいと思った。
　＜あ＞10年前に来させていただいた。寿生の家さんは理念がとてもしっかりしていると思う。また、フィッシュ哲学を10年以上続けておられるのがすごいと思う。それが職員の離職率が低い理由ではと思う。スライドショーを観ると楽しく過ごされているのが分かるので、安心なのだと感じた。
　＜家５＞入所して14年になる。たくさんの行事をしていただいて笑顔で過ごしていて嬉しく思っている。食事など食べにくい時もあるようだが、見守りもしてもらって、元気でいる。ありがたいと思っている。
　＜家６＞スライドショーを観て、BGMがとても素敵で、“泣かせようとしている？”と思うくらいで感動した。家族や親のことを理解してくれていると感じている。母は料理がとても好きだったが、スライドショーで久しぶりに包丁を使っている姿が見れて嬉しかった。また、誕生日に外出させてもらったことを感謝している。家で母を看てあげられなかったことを心苦しく思っていたけど、入れて良かったと思っている。長生きしてほしい。
　＜家７＞母は物を作ったりすることが好きだったが、その好きなことを取り入れてもらっていることがスライドショーでわかって、ありがたいと思っている。すごく楽しく過ごしているようで、感謝している。
　＜家８＞始めは馴染めるのか不安だったが、今、とても良い顔をしている。夕方は帰りたいと言うみたいだが、いい顔してお手伝いもしていて、職員さんにいい具合に対応してもらっていると思う。母は出掛けるのが好きだったが、スライドショーで外出している姿もあり、感謝している。家では言葉を発することが少なかったが、毎日、刺激のある生活をさせてもらっている。現状維持が出来ればと思う。
　＜家９＞本当に笑顔で過ごしていると思う。元気な時は外出が好きだったので、外出させてもらってありがたいと思っている。元気な頃はマイクロバスの運転なども行い、職員食堂で働いていて、家にいないくらい、出掛けてばかりだった。笑顔が何よりだと思っている。職員さんに感謝している。
　＜管＞お褒めのお言葉、たくさんの嬉しいお言葉をいただき、本当に嬉しく思っている。以前の行事はご家族を招いて家族会での食事会、秋まつりも食事会やデイと合同で賑やかに、餅つきも臼と杵でついてご家族と一緒につき立ての餅で食事会をしたり…という形だった。遠足もご家族と一緒に行っていた。今後の行事は、“コロナ”と相談だと思うが、外出は出先でご家族と待ち合わせるという形をとるなど、考えていきたいと思う。
　　また、スライドショーは担当の職員が夜勤明けなどで目をしょぼしょぼさせながら沢山ある写真の中から選んで作成している。
　＜介＞初めて参加した。ご家族の生の声が聞けて嬉しかった。
　＜介＞スライドショーを作るのは大変だったけど、皆さんに見て頂き、温かい言葉を直接聞けて嬉しかった。これからも頑張っていきたい。
　＜事＞毎年、参加している。今年のBGMは“泣かそう”としている（笑）。参加の方からたくさんの感謝の言葉などが聞けて嬉しかった。自分たちも普段寿生苑にいるので、利用者様の様子を見る機会も少ない。改めてスライドを観て笑顔がたくさんあり、職員の努力だと感じている。
　　みなさんご存じのとおり、建物が古くなっている。直しながらでも安心して過ごしていただけるようにしたいと思っている。
　＜次＞たくさんのご意見を聴かせてもらってありがたいと思う。今後も感染対策を続けていきたいと思う。見る機会の少ないスライドを観て笑顔がたくさんあったが、職員の努力の結果だと思う。自分達も楽しむようにしていきたいと思う。
　＜地２＞このスライドショーはいつでも観られるのか？参加していないご家族も見たいのではないか？と思う。
　＜管＞個人情報の問題もあるのでいつでも、誰でもというわけにはいかないが、施設のパソコンでは観る事ができる。今後、“観ていただく事ができますよ”、というご案内をしたいと思う。ご意見感謝します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
　
